
看護師 ･ 介護職員 と健康食品 富山医科薬科大学看護学会誌 第5 巻2 号 200 4

看護師 ･ 介護職員 の 健康食品に関す る意識調査

佐藤美友紀
1 )

, 片田裕子
1 )

, 上 田京佳
1 )

, 今西信 子
2 )

, 落合宏
1 )

1 )
富山医科薬科大学医学部看護学科人間科学 Ⅰ

2 )
富山医科薬科大学医学部和漢診療学教室

要 旨

生活習慣病 の 増加や高齢化社会を迎え
, 健康食品に対す る関心 の 高まり は , 代替 ･ 補完医療 に

関する研究 の 増加か らも医療界 に も及ん で き て い る
.

こ の よ うな背景 の もと, 本研究 は
, 健康食

品 へ の 関心 ･ 意識を知る目的で , 富山県内 の 3 施設 で働く医療 ･ 介護従事者を対象 に ア ン ケ ー ト

調査を実施 し, 118 名か ら有効回答を得た
. 今回 の 調査で

,
67 % に 及ぶ 多く の 看護師 ･ 介護職員

が多岐 に わた る何らか の 健康食品を利用して い る こ とが明らか に な っ た. ま た
, 多く の 回答者が

,

が ん
, 痴呆あ る い は ア レ ル ギ ー に有効 な健康食品 に高 い 期待を寄せ て い る こ と も示さ れ た

.
しか

しながら, 健康食品 の 効果 に閲し ｢ わか らな い｣ と答え た者が59 % に も達した
.

こ の よ う な こ と

か ら
, 科学的根拠 の な い 健康食品を患者等 に薦め る こ と ば 医療人として 謹 む べ き こ と で あり,

そ

の た め に も
, 医学 や 看護栄養管 理 な ど の 視点 か ら

, 総合 的研究 が 必要 で あ る と 考 え ら れ た .
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は じめに

-

病因
-

疾患説で は説明で きな い 生活習慣病の

増加に加え
, 多様な疾患を抱え る高齢者 の 増加は,

医療経済上深刻な問題を投げかけ る に止ま らず ,

医療 ･ 看護 ･ 福祉 の あり方に大きな変革を求めて

い る . さ ら に , 1 9 世紀以 降大きな進歩をも た らし

た西洋医学で は あ る が , 様々 なと こ ろ で 治療 の 限

界と い う現実 に直面し, 西洋医学 の 構築 そ の も の

へ の 疑問と同時 に , 西洋医学とは対極 に位置付け

られ て い た東洋医学ある い は補完代替医療 へ の 関

心 が反作用的に高まり つ つ あ る こ とが指摘さ れ て

い る
1 )

. 特 に本邦 は, 東洋医学を培 っ て き た 歴史

は古く
,

さ ら に東西医学折衷の 気運 も元来高く,

超高齢化社会を迎え た今日 ,
こ の 気運 はま すま す

高ま っ て い く も の と予想さ れ て い る
1 )

.
こ の こ

と は ,

一 般社会 へ も伝わり, 健康食品 の 小売市場

規模は推計 で年間6000 億 - 7000 億円と も言われ て

い る
. 健康食品と は

,
通常 の 食品に 比 べ て , そ の

成分に特徴があり, 積極的な意味で の 健康の 維持 ･

増進 , 保健など の 目的を持 っ た食品, 少な くとも

そ の よ う な 効果が期 待さ れ る 食品 の 総称 で あ

る
2 , 3 )

. 現在, 健康食品と標梼で きるも の は, 保

健機能食品 ( 特定保健用食品と栄養機能食品) ,

日本健康 ･ 栄養食品協会認定 の 健康補助食品 の

2 つ で ある . 健康食品は
, 手軽 に利用 で き る分,

そ の 効果 に つ い て は
, 科学的に十分検証する必要

が ある こ と は論をまたな い
. そ の 研究 の 方向性を

探る 一 方法と して
, 医療 o 看護 の 視点か ら の 健康

食品 に対す る関心 ｡ 意識調査 も有用 で あ る と思わ

れ る
.

しか しなが ら
,

こ れら の 調査結果 に に関す

る報告 は極め て 少なく
,

そ の 調査対象 は, 患者や

一 般人など に限定され て おり, 医療 ･ 保健施設従

事者, 特に看護師や介護職員等 に焦点を当て たも
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の は は と ん どな い
4 )

( 一 部は健康食品 ア ン ケ -

.
ト

と し て ht tp :// w w w . k o b e p h a r m a - u . a c .jp に
, ま

た短大生家族 の 健康食品利用実態 と して h ttp :/ /

w w w . k g e f . a c .j p / k sj c .k i y o/ 9 201 00 k . h t m に 掲 載

され て い る) .

こ の よ うな背景 の もと, 本研究は
, 健康食品 へ

の 関心 ･ 意識を知る目的 で
, 病院や保健施設 で働

く看護師や介護職員等を対象 に ア ン ケ ー ト調査を

実施した .

研究方法

1 . 質問紙 の 作成 : 三村 ら
4 )

が作成 した 同様 の

調査 の 質 問紙 を 参考 に , 調査者が 独自 に 作成

した . 質問紙 は, 回答者 の 属性, 健康食品 へ の 関

心 ･ 意識, そ の利用状況等に関す る計12 の 質問 で

構成され る自己記入式で ある . ま た, 質問紙 に は

健康食品 の 定義 に関する文書を添付した. 表 1 に

は , 質問紙 の 抜粋を示した.

2
. 調査の実施 : 富山県内の 3 施設 ( 病院 1 施設,

老人保健施設 2 施設) の 従事者 ( 看護職員, 介護

職員等) 15 6 名を対象 に実施 した. 調査期間は
,

200 2 年 6 月上旬 - 8 月下旬で あ っ た. 質問紙を配

布後, 2 週間 の 期間をお い て 調査者が直接質問紙

を回収また は郵送 に て 回収を行 っ た .

3 . 結果の 分析 : 得られ た結果 は
,

エ ク セ ル 統計

を用い て回答者 の 属性, 健康食品 へ の 関心
･ 意識,

そ の 利用状況等 に関して 集計を行 っ た
.

年齢分布

図1 . 有効回答者の 属性 ( ∩ - 1 1 8)

結 果

1 . 有効回答者 の属性 : 対象者1 56 名 の うち1 18 名

( 7 5 .6 % ) か ら有効回答か得られ た. 有効回答者

の 性別 は , 男性14 名 ( 12 % ) , 女性104 名 (88 % )

で あ っ た. 図1 に示 しよ う に , 年齢分布を10 歳区

切り の年齢階級別 に 区分し て みると, 2
.
0 - 29 歳31

名 ( 2 6 % ) , 30 - 3 9 歳2 8 名 ( 2 4 % ) ,
4 0 - 4 9 歳3 5 名

( 30 % ) ,
50 - 59 歳20 名 ( 17 % ) ,

60 - 69 歳 3 名

(2 .5 % ) , 70 歳以上 1 名 (0 .8 % ) に分布 して い た
.

職種を み る と
, 看護師6 2 名 ( 53 % ) , 介護職員

51名 (43 % ) , 栄養士, 看護助手, 医師は そ れぞ

れ 1 名 (0 .8 % ) ,
そ の 他 の 職種が 2 名 ( 1 . 7 % )

で あ っ た
. 診療科目 の 内訳 で は

, 老人保健施設75

名 (6 4 % ) , 内科15 名 ( 13 % ) , 外科と整形外科が

そ れぞれ 7 名 ( 5 .9 % ) , 脳外科 5 名 ( 4 . 2 % ) , そ

の 他 ･ 混合病棟 9 名 (7 .6 % ) で あ っ た
.

2 . 健康食品利用頻度及び利用健康食品 : 健康食

品利用 頻 度 は , ｢ 使用 し た こ と が な い ｣ 39 名

(33 % ) , F 時 々 使用し て い る｣ 36 名 (3 1 % ) ,
｢ は

ぼ毎日使用して い る｣ 23 名 (20 % ) , ｢ 以前使用し

て い た｣ 20 名 ( 1 7 % ) で あり, 以前使用して い た

も の を含 め 健康食品利用者 は
,

6 7 % に 達 した

( 図 2 ) . ｢ 健康食品を利用 し て い る ( 以前利用 し

て い た も の も含む)｣ と答え た対象者 に対し利用

健康食品 の 内容を質問 ( 複数回答可) すると
,

ビ

タ ミ ン 類54 名 (37 % ) , 茶類26 名 (18 % ) , 発酵微

生物類19 名 (1 3 % ) ,
ミ ネ ラ ル 1 5 名 ( 1 0 % ) , 糖類

10 名 (6 .8 % ) , 藻類 5 名 (3 .4 % ) ,
キ ノ コ 類 2 名

( 1 . 4 % ) ,
そ の 他5 名 (3 . 4 % ) で あ っ た. そ の 中

職 種
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看護師 ･ 介護職員 と健康食品

で
,

そ の 他に分類されたも の とし て , ク エ ン 酸,

ニ ン ニ ク エ キ ス 等があ っ た ( 図3 ) .

図 2 . 健康食品の 利用状況 ( ∩
- 1 1 8 )

きの こ 類 (1 ･
4 % )

. そ の他 (3 . 4 % )

図3 . 利用健 康食品の 種類 ( ∩
- 1 4 8

,
複数 回答)

3 . 健康食品 利用 理 由 : 健康食品 の 利用理 由

( 複数回答可) は
,
｢ 健康保持 の た め｣ 43 名 (3 4 % ) ,

｢ 栄養補給 の た め｣ 34 名 ( 2 7 % ) ,
｢ 美容 の た め｣

2 5 名 ( 20 % ) ,
｢ 滋養強壮 の た め｣ 1 2 名 (9 .5 % ) ,

｢ 病気改善 の ため｣ 8 名 (6 .3 % ) ,
｢ そ の 他｣ 4 名

(3 .2 % ) で あ っ た
.

ま た
,

そ の 他に分類さ れた理

由は全て
,
｢ 何となく｣ で あ っ た ( 図4 ) .

病気改善 ( 6 ･3 % )
/
その他 ( 3 ･ 2 % )

l

図4 . 健康 食晶の利用理 由 ( ∩
- 1 Z 6

,
複数回答)

4 . 健康食品 の効果 の 有無 : ｢ 健康食品が疾患

や健康 に対 し効果があ る と思 うか｣ と い う質問で

富山医科薬科大学看護学会誌 第5 巻2 号 200 4

は
,
｢ 分から な い｣ 70 名 ( 59 % ) ,

｢ 効果があ る｣

42 名 (36 % ) ,
｢ 効果がな い｣ 6 名 (5 .1 % ) の 回答

が あ っ た .

5
. 健康食品 に関する知識 ･ 情報 の 入手先 : 健康

食品 に関する知識 ｡ 情報 の 入手先 ( 複数回答可)

と し て は
,
｢ 本 ･ 雑誌｣ 76 名 (39 % ) , ｢ テ レ ビ 等

の メ デ ィ ア か ら｣ 49 名 (25 % ) , ｢ 家族 ･ 友人な ど

から｣ 36 名 ( 19 % ) ,
｢ 販売店 ･ メ

ー カ ー

｣ 1
r
7 名

( 8 . 7 % ) ,
｢ 医師 ･ 薬剤師等 の 専門家か ら｣ 9 名

( 4 .6 % ) ,
｢ イ ン タ

ー

ネ ッ ト｣ 8 名 ( 4 .1 % ) で あ っ

た ( 図 5 ) .

園5 . 健康 食品に 関する知識 ･ 情 報の 入手先 ( n
- 1 9 5 ,

複数回答

6 . 疾患治療 に対する健康食品 の開発 へ の期待 :

｢ ど の よ う な疾患 に 効果が期待され る健康食品が

あれば よ い か｣ ( 複数回答可) と い う質問 で は
,

が ん63 名 ( 18 .2 % ) , 痴呆6 1 名 ( 1 7 .6 % ) ,
ア レ ル

ギ ー

56 名 ( 16 .1 % ) , 高血圧4 2 名 (12 . 1 % ) , 糖尿

病40 名 ( l l .5 % ) , 脳血管疾患31 名 (8 .9 % ) ,
心

疾患25 名 ( 7 .2 % ) , 感染症22 名 (6 .3 % ) ,
そ の 他

7 名 ( 2
.0 % ) の 回答があ っ た ( 図 6 ) .

図6 . 健康食品に効 果を期待 する病気
･ 疾 患

( ∩
- 3 4 7

′
複数回答)
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表 1 . 健康食品 に関す る質問用紙 ( 抜粋)

該当する 番号を ○で 囲む か ､ ( ) 内に 適当な お答 え を御記入下 さ い
｡

1
あな た は健康食品が疾患や 健康状態 な どに 対 し効果

が あ ると 思 い ま すかo

1 効果 が あ る

2 効果 が な い

3 分か らな い

2 あ な た は 健康食品を使用 して い ま すか o

1 ほ ぼ 毎 日使用 して い る

2 時々 使用 して い る

3 以前使用 して い た

4 使用 した こ と が な い

3

間 2 で 1 - 3 に ○ を つ け た方に お 聞きし ますQ

あ な た が 健康食品 を使用 し て い る ( して い た)

理 由は 何で す か○

そ
.

の 場合､ ( ) 内 に理 由を御記 入下 さ い ○

1 栄養補給の た め ノ

2 滋養強壮 の た め

3 病気改善 の た め

4 美容 の た め

5 健康保持 の た め

* 複数 回答可 で すo

6 そ の 他
-( )

4

問 2 で 1
- 3 に ○ を つ け た 方に お聞き します ○

1 糖類 (例 : 食物繊維食品､
オ リ ゴ糖類食品等)

2 ビ タ ミ ン 類 (例: ベ
-

タ カ p チ ン 含有食品､
ビ タ ミ ン 剤等)

あ な た は ど の よ う に健康食品を使用 して い ます か○

( ま た は ､ して い ま した か) ○

3 ミネ ラ
■
ル ( 例 : カ ル シ ウ ム 食品､ 鉄剤等)

4 発酵微生物類 (例 : 乳酸菌利用 食品､ 酵母食品等)
5 藻類 (例 : ク ロ レ ラ

､
ス ビ リ ル ナ 等)

* そ の 他 の 場合､ ま たは 健康食品 の 分類が 分ら

な い 場合は ､ ( ) 内 に食品に 含まれ る 成

分､ 商品名､ 会社名等を御記 入下さ い
○

6 き の こ 類 ( 例 : シイ タ ケ 食品､ 霊芝 食品等)

.
7 植物成分等 (例: は い芽商品､

プ ル ー ン エ キ ス 食品等)
8 茶等 (例 : ギ ム ネ マ 茶､ グア バ 茶等)
9 そ の 他

'
( 食品 に 含まれ て い る成分､ 商名､ 会社名等を

* 複数回答可 で すQ

御記 入下 さ い)

a -

5

あ な た は 健康食品に 関す る情報 . 知識 な どを どこ か ら

1 本 . 雑誌
2 イ ン タ - ネ ッ ト

3 家族 . 友人 な どか ら

得て い ます か ( ま
.
た は得 ま し た か) ○

* 複数回答可 で すQ

4 販 売店 . メ ー カ ー

5 医師 . 薬剤師等 の 専門家か ら

6 テ レ ビ等の メ デ ィ ア か ら

7 そ の 他

a -

6

あ な た は どの よ う な疾 患 に 効果 が 期待 さ れ る健康食D

D

1 がん

2 高血圧

3 糖尿病
が あれ ば よ い と思 い ます か○

* そ の 他の 場合､ ( ) に疾患名等を御記 入下さ い ○

* 複数回答 可 で すo

4 痴呆
､

5 心 疾患
6 脳血管疾患
7 ア レ ル ギ

ー

(例 : ア ト ピ - 性皮膚炎､ 毒麻疹等)

8 感 染症 (例 : イ ン フ ル エ ン ザ等)

9 そ の 他

l■■■■lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll■】

考 察

今回 の 医療 ･ 廃健施設従事者を対象と した調査

で は, 看護師と介護職員 で96 % を占め て い る こ と

から, 両者 の 意見を反映し て い るも の とと っ て差

し支え な い と思 われ る. そ の 中で , 健康食品を利

用 して い る (以前利用 して い た も の も含む) 人 は ,

67 % に も達し
, 多く の 医療 ･ 介護従事者が健康食
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品を利用 し て い る こ とが明らか に な っ た. こ の 値

は, 患者と薬剤師を対象 に した三村ら
4 )

の 調査 に

よ る53 % よ り高 い 数字で あ っ た. ただし
, 使用理

由とし て
, 健康保持と栄養補給 で は ぼ60 % を占め

る点で は, 今回と三村ら の 調査と は
一

致して い た
.

こ の 結果は
, 医療に従事し て い る こ と に加え

, 近

年 の 生活習慣病 の 増加や高齢化社会 の 到来など に

よ る･健康意識 の 高ま りを反映し て い る も の と考え



看護師
･ 介護職員と 健康食品

られた
.

健康食品 の 効果 に つ い て は
,
｢ 分か らな い｣ と

答えた医療 ･ 介護従事者が最も多く59 % で あり,

こ の こ と は
,

三村ら
4 )

の 調査 に お い て も指摘され

て い る .
こ れら は, 健康食品 の 包装 に表示して あ

る効能 へ の 疑問や,
そ れ に対す る科学的根拠 の 要

求が大きな部分を占め て い る と考えられ る .
こ の

こ と は , 多く の 健康食品の 中から, 消費者が選 ぶ

際に, 適切な情報を提供すると い う保健機能食品

制度 の 理 念
2 )

に合致 し
, 健康食品 の 効果 に つ い

て
, ｢ 害が なければよ い｣ から

,

一

歩進み科学的

根拠 に基づ き ｢ 確か に効果があ る｣ と い う こ と を

提示す る時代 の 要請があ る も の と思われ る. ま た,

今回 の 調査 で 明らか に な っ た 一 つ に
, 健康食品 に

関する知識 ･ 情報 の 入手先 は, 本 ･ 雑誌 (39 % ) ,

テ レ ビ等 の メ デ ィ ア (25 % ) , 家族 ･ 友人な どか

ら ( 19 % ) と身近なと こ ろか らも た らさ れ て い る

こ と が挙げられ た . 加え て , 最近 は セ ル フ メ デ ィ

ケ
ー

シ ョ ン
5 )

も取 り上 げられ ,
こ れら の 分野 へ 多

様な企業 の 参画と そ れ に よ る 情報量 の 増加が予測

され
,

そ の 分, 医療 ･ 保健施設従事者と して
, 健

康保持 ･ 疾患 に対す る健康食品 の 効果 ･ 効能 に つ

い て きち ん と認識して い か なければならな い と思

わ
.
れ る. ま た

, 利用して い る健康食品 の 内容に お

い て ,
ビタ ミ ン 類が3 7 % と最も多か っ た こ と ば,

一

般社会人を対象 に した日本健康 ･ 栄養食品協会

の 調査 (htt p :// w w w .h e alth - s t ati o n . c o m /j h n f a

/ t o pi c 5 7-2 0 .h t m l) に よ る1 7 % よ り も高 い 数字 で

あ っ た . しか し,

一 般社会人 に お い て も, ビ タ ミ

ン 類 の 利用が最も多か っ た点で は, 今回 の 調査結

果と
一 致 して い た .

こ の よ うな結果 に な っ た背景

に は,
ビ タ ミ ン 類が手軽 に利用で きる も の で ある

こ と に加え
,

そ の 形状が錠剤や カ プ セ ル な ど の よ

う に
一

般食品と は明らか に形状が異な る た め
, 健

康食品と して 認識しや す い た め で あると考え られ

た.

｢ ど の ような疾患に効果が期待される健康食品

が あれ ば よ い か｣ と い う質問に お い て は
, 痴呆 は

1 7 .6 % と ,
が ん ( 18 .

2 % ) あ る い は ア レ ル ギ ー

( 16 .1 % ) と は ぼ同じ期待度 で あ っ た
.

こ れら の

疾患 は , 有効な根治療法がな い も の の 代表的存在

で あり∴特 に超高齢化社会を迎え痴呆 に有効な健
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康食品 に は
, 多く の 医療 ｡ 介護従事者が期待を寄

せ て い る も の と考えられた
.

結 論

富山県内 の 3 施設 (病院1 施設, 老人保健施設

2 施設) の 従事者 ( 看護職員 , 介護職員等) 1 56

名を対象 に
, 健康食品 に関す る ア ン ケ ー ト調査を

実施し, 以下 の 結果を得た.

1 . 今回の ア ン ケ
ー ト調査 の 結果, 健康食品 の 効

果 に つ い て ｢分からな い｣ と答えた医療 ･ 保健施

設従事者 は59 % に達した.
こ の 背景に は , 健康食

品 の 効能 へ の 疑問や科学的根拠 の 提示の 必要性が

あ る と考えられ た .

2 . 利用健康食品の 内容に お い て , ビ タ ミ ン 類が

37 % と最多 で あ っ た.
こ の 結果 の 背景に は

,
ビ タ

ミ ン類が手軽 に利用で きるも の で ある こ と に加え
,

そ の 形状が錠剤や カ プ セ ル な ど の よ う に , 健康食

品 と し て 認識 し や す い こ と も作用 し て い る も の と

考え られた
.

3 . 自分が経験した健康食品 の 効果 に つ い て ,

36 % の 者 はそれを認 め て い たが
,

なお59 % に者は

分か らな い と答え て い た
.

4
. ｢ ど の よ うな疾患 に効果が期待され る健康食

品が あれば よ い か｣ と い う質問 に お い て , 有効な

治療法が な い 痴呆はが ん や ア レ ル ギ ー に は ぼ集中

し, 多く の 医療 ･ 保健施設従事者が
,

こ られ の 疾

患に対し健康食品を利用 で き る こ と に高 い 期待を

寄せ て い ると考えられた
.

5
.

こ の ような こ とから
, 科学的根拠 の な い 健康

食品を患者等 に薦め る こ と は 医療人として 謹む べ

き こ とで あり ,
そ の た め に も

, 医学や看護栄養管

理 など の 視点か ら
, 総合的研究が必要で あ る と考

え られた
.
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S t u d y o n t h e p r e s e n t s t a t u s c o n c e r n l n g i n t e r e s t a n d

a p p r e h e n si o n i n t h e h e a lt h f o o d s i n h e a lt h c a r e p e r s o n n el

i n T o y a m a P r ef e c t u r e
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l )
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l )

,
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2 )
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a n d H i r o s hi O C H I A I

l )

1 )
D ep a r t m e n t of H u m a n S ci e n c e

,
T o y a m a M edi c al a n d P h a r m a c e u ti c al U ni v e r sit y

2 )
D e p a rt m e n t o f O ri e n t al M e dici n e

,
T o y a m a M e dic al a n d P h a r m a c e u ti c al U n i v e r s lt y

A b st r a et

W e st u di e d t h e p r e s e n t st at u s c o n c e r n l n g l n t e r e St a n d a p p r e h e n si o n i n t h e h e alt h f o o d s

th r o u g h t h e a n aly s e s of a n s w e r s o n t h e q u e sti o n n ai r e o b t ai n ed f r o m h e alt h c a r e p e r s o n n el

(1 18 r e s p o n d e r s i n cl u di n g 62 r e gi st e r e d n u r s e s) i n T o y a m a P r ef e ct u r e . A s a r e s ult
,
it h a s

b e e n s h o w n t h at a s m u ch a s 67 % o f h e a lt h c a r e p e r s o n n el t a k e v a ri o u s h e alt h f o o d s . A m o n g

th e m
,

vit a m i n pill s w e r e t h e m o st p o p u l a r
,
s u g g e sti n g t h a t h e a lt h c a r e p e r s o n n el r e c o g n l Z e

e a sie r t h e m a s h e alt h f o o d s b e c a u s e o f t h ei r t a bl et- s h a p e s . I n a d diti o n
,

t h e y cit ed h e alt h

f o o d s eff e ct i v e f o r t h e p r e v e n ti o n o f c a n c e r
,
d e m e n t i a a n d ･a ll e r gi c d is e a s e s a s t h e m o s t

e x p e c ti n g o n e s . H o w e v e r
,
59 % of r e s p o n d e r s s h o w e d t h e l a c k of c o n fid e n c e f o r t h e eff e cti v e n e s s

o f h e alt h f o o d s t a k e n b y t h e 血s el v e s . T h e s e d a t a s u g g e s t t h a t c o m p r e h e n si v e s t u di e s b a s e d

o n m e di c al s ci e n c e a r e r e q u i r e d i n o r d e r t o f a cilit a t e n u t riti v e m a n a g e m e n t i n n u r si n g a n d

r e c o m m e n d h e alt h f o o d s t o th e p ati e n t w it h s ci e n c e -b a s ed e vid e n c e s .

K e y w o rd s

h eよ1th c a r e p e r s o n n el
,
h e alt h f o o d s

,
c a n c e r

,
d e m e n ti a

,
all e r g ic di s e a s e
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